
 
段ごとにどうなっているか調べます。 
 
〈図１〉 

 
 
例として４段目がどうなっているか〈図２〉（正四角すい）と〈図３〉（正四面体）に示します。 
（Ｐを２個つないで作った正八面体をＲとします） 
 

〈図２〉 

   
 
 
 
 
 

〈図３〉 

   
 
 
 
 
 
 
※ ＰとＱの体積比は 2：1 です。各自確認してください。 
  

１段目

２段目

３段目

     ★今週の１題★   規則性   ～解説～ 

Ｐ： （個） 1644 =´ Ｑ： （個） 24243 =´´ Ｐ（逆向き）： （個） 933 =´

Ｑ： （個） 104321 =+++ Ｒ： （個） 
⇒ Ｐ： （個） 

6321 =++
1226 =´

Ｑ（逆向き）： （個） 321 =+

順番に重ねる 

順番に重ねる 



（１） 正八面体の半分である正四角すいの段ごとのＰとＱの個数を調べ、表にまとめます。 
 
段 

Ｐ Ｑ 
差 Ｑを 1 とした 

ときの体積 その段の個数 合計 その段の個数 合計 

１ 1 1 0 0 1 2 
２  6 4 4 2 16 
３  19  16 3 54 
４  44  40 4 128 
５  85  80 5 250 
６  146  140 6 432 
７  231  224 7 686 
８  344  336 8 1024 
９  489  480 9 1458 

 
実際の個数は２倍となるので 

（個） …Ｐ 
（個） …Ｑ 

 
※ 差が 1 ずつ増えることを利用すれば 

 

（個） …Ｑ 
（個） …Ｐ 

と求めることができます。 
  

541 =+

1394 =+ 12232 =´´

25169 =+ 24243 =´´

412516 =+ 40254 =´´

613625 =+ 60265 =´´

854936 =+ 84276 =´´

1136449 =+ 112287 =´´

1458164 =+ 144298 =´´

9782489 =´
9602480 =´

( ) 480
12
122189992 =
+

´´÷-´´´

9602480 =´
97818960 =+

（答） 



（２） （１）の体積が 
< <  

なので、１４段の正四面体を調べ、それが作れればその時の個数が答です。 
段ごとにＰとＱの個数を調べ表にまとめます。 
 

段 
Ｐ Ｑ 

差 Ｑを 1 とした 
ときの体積 その段の個数 合計 その段の個数 合計 

１ 0 0 1 1 1 1 
２  2  4 2 8 
３  8  11 3 27 
４  20  24 4 64 
５  40  45 5 125 
６  70  76 6 216 
７  112  119 7 343 
８  168  176 8 512 
９  240  249 9 729 

１０  330  340 10 1000 
１１  440  451 11 1331 
１２  572  584 12 1728 
１３  728  741 13 2197 
１４  910  924 14 2744 

 
１４段のときのＰとＱの個数はともに足りています。よって 
（答） Ｐ 910 個、Ｑ 924 個 
と求めることができます。 
 

※ 差が 1 ずつ増えることを利用すれば 

（個） …Ｐ 

（個） …Ｑ 
と求めることができます。 
 

141414 ´´ 21458´ 151515 ´´

221 =´ 321 =+

623 =´ 761 =+

1226 =´ 13103 =+

20210 =´ 21156 =+

30215 =´ 312110 =+

42221 =´ 432815 =+

56228 =´ 573621 =+

72236 =´ 734528 =+

90245 =´ 915536 =+

110255 =´ 1116645 =+

132266 =´ 1337855 =+

156278 =´ 1579166 =+

182291 =´ 18310578 =+

( ) 910
12
114141414 =
+

´-´´

92414910 =+


